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●

●
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多 様 な

　
原
始
時
代
に
戻
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
や
は
り
私
た
ち
は
技
術
に
未
来
を
託
さ
ざ
る
を
得
な
い

環
境
と
の
調
和
を
図
る
と
い
う
条
件
の
下
で
、人
類
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
ど
う
挑
戦
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
見
る
に
は

好
適
で
あ
る
。 
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Written by
Yuichiro Kodama

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
現
代
建
築
を
造
っ
た 

建
築
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
焦
眉
の
課
題 
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神
戸
芸
術
工
科
大
学
環
境･
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科
教
授
、工
学
博
士
、建
築
家
。
一
九
六
九
年
東
京
工
業
大
学
建

築
学
科
卒
業
。
建
設
省
建
築
研
究
所
研
究
部
長
を
経
て
九
八
年
か
ら
現
職
。
エ
ス
テ
ッ
ク
計
画
研
究
所
主
宰
。
専

門
分
野
は
建
築
環
境
計
画
、建
築
設
計
計
画
。
著
書
は
、『
住
ま
い
の
中
の
自
然
』『
エ
コ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
勧
め
』

（
い
ず
れ
も
丸
善
）
、『
パ
ッ
シ
ブ
建
築
設
計
手
法
事
典
』（
共
著
・
彰
国
社
）
、『
地
球
環
境
建
築
の
す
す
め
』（
共
著
・

日
本
建
築
学
会
）
な
ど
多
数
。
Ｊ
Ｉ
Ａ
環
境
建
築
優
秀
賞
、建
築
学
会
作
品
選
奨
、グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
ほ
か
。 

CEL

小
玉
　
祐
一
郎（
こ
だ
ま
・
ゆ
う
い
ち
ろ
う
） 

「
正
の
循
環
モ
デ
ル
」
の
可
能
性
を
示
す 

建
築
と
自
然
の
再
構
築
が
問
わ
れ
る 

二
一
世
紀
は
「
環
境
の
時
代
」 
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